






Ⅰ.重積状態の冶療

(A)治療に入る加に注意すべき事項

1)普段投与をうけている薬剤とくに気管支拡張剤,ステロイド剤の投与歴,来院

までの治療内容

2)発作がはじまってからの症状,径過

3)発作の誘因の分析(運動,ストレス,気象,感染,両親をふくめての家庭環境,心

因など)

とくに 1)について近年,over medication による中毒症状,副作用或は副腎皮質

機能に対する管理の面からも,以後の治療方針の重要な参考となるので,その紹

介依頼状に不備な点があれば,直に電話をして詳細に問い正すべきである。


